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(57)【要約】
【課題】多人数が、それぞれ見ている方向からパーソナ
ルプロジェクターを用いて同一のスクリーンに異なる画
像を投影しても、自分が投影した映像を他人が投影した
画像とクロストークすることなしに、高品位に、自分だ
けが見ることができる。
【解決手段】再帰特性を有する反射型スクリーン４を備
え、反射型スクリーン４は、反射面の表面構造が投影さ
れた画像を該画像が投影された方向へ拡散させて反射す
る反射拡散特性を有する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
再帰特性を有する反射型スクリーンを備え、該反射型スクリーンは、反射面の表面構造が
投影された画像を該画像が投影された方向へ拡散させて反射する反射拡散特性を有するこ
とを特徴とする反射型再帰性フロントスクリーン。
【請求項２】
前記反射型スクリーンは、トリプルミラースクリーンまたは、猫の目レンズ反射スクリー
ンであることを特徴とする請求項１に記載の反射型再帰性フロントスクリーン。
【請求項３】
前記反射型スクリーンは、再帰特性が１方向に限定される２面直交合わせ鏡フィルムまた
は、１次元の猫の目レンズ反射スクリーンであることを特徴する請求項１に記載の反射型
再帰性フロントスクリーン。
【請求項４】
前記反射面には、２次関数曲面の凹凸が形成されていることを特徴とする請求項１乃至３
のいずれか１項に記載の反射型再帰性フロントスクリーン。
【請求項５】
前記反射型スクリーンは、反射拡散特性に異方性を有することを特徴とする請求項１乃至
４のいずれか１項に記載の反射型再帰性フロントスクリーン。
【請求項６】
請求項１乃至５に記載の反射型再帰性フロントスクリーンが湾曲状態に形成され、異なる
２方向から異なる画像を投影し、前記反射型スクリーンによって反射された前記異なる画
像間の境界の一方の側に観察者の右目、他方の側に前記観察者の左目を位置させること特
徴とする反射型立体表示用スクリーン。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は、反射型再帰性フロントスクリーンおよび反射型立体表示用スクリーンに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、特定の角度領域内からの入射光を特定の角度領域内に拡散させる拡散フィル
ムからなるスクリーンが存在している。
例えば、特許文献１には、拡散フィルムが複数枚積層された構造で、積層するフィルムの
拡散角度領域が重複し、プロジェクタ光に対する拡散光強度分布特性が均一なプロジェク
ションディスプレイ用スクリーンが開示されている。
また、特許文献２には、拡散光強度分布特性の任意制御が可能であり、かつ拡散角度領域
が特定の角度領域からの入射光に対して変化しない拡散フィルムからなるプロジェクショ
ンディスプレイ用スクリーンが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－１７１５２３号公報
【特許文献２】特開２００６－８４５６３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１および２に開示されたスクリーンは、観察角度による明るさの変化が少なく
、高品位の画像を表示することができるものである。
このようなスクリーンに対し、多人数が、それぞれ見ている方向からパーソナルプロジェ
クターを用いて同一のスクリーンに異なる画像を投影しても、自分が投影した映像を他人
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が投影した画像とクロストークすることなしに、高品位に、自分だけが見ることができる
スクリーンも望まれている。
　更に、スクリーンを見る角度によって、見える画像が急峻に切り換えられることを応用
し、右目では右目用の画像、左目では左目用の画像を見ることができる３Ｄ用のスクリー
ンも望まれている。
【０００５】
本発明は、上述する事情に鑑みてなされたもので、多人数が、それぞれ見ている方向から
パーソナルプロジェクターを用いて同一のスクリーンに異なる画像を投影しても、自分が
投影した映像を他人が投影した画像とクロストークすることなしに、高品位に、自分だけ
が見ることができる反射型再帰性フロントスクリーンおよび、この反射型再帰性フロント
スクリーンを応用した反射型立体表示用スクリーンを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
上記目的を達成するため、本発明に係る反射型再帰性フロントスクリーンは、再帰特性を
有する反射型スクリーンを備え、該反射型スクリーンは、反射面の表面構造が投影された
画像を該画像が投影された方向へ拡散させて反射する反射拡散特性を有することを特徴と
する。
【０００７】
　本発明では、反射型スクリーンは、反射型スクリーンは、反射面の表面構造が投影され
た画像を画像が投影された方向へ拡散させて反射する反射拡散特性を有することにより、
画像を投影した位置のみでなく広い範囲で反射された画像を見ることができる。
　これにより、従来は各自が投影しているパーソナルプロジェクターの投影レンズに向っ
て光が反射するため、画像を投影している人の目には、画像が反射されず画像を見ること
ができなかったが、画像を投影している人の目の位置を含む範囲に画像を拡散させて反射
すれば、画像を投影している人が、自分が投影した画像を見ることができる。
【０００８】
また、本発明に係る反射型再帰性フロントスクリーンでは、前記反射型スクリーンは、ト
リプルミラースクリーンまたは、猫の目レンズ反射型スクリーンであることが好ましい。
　このように、反射型スクリーンはトリプルミラースクリーンであることにより、トリプ
ルミラースクリーンは３つの反射面を備えているため、この３つの反射面で反射された光
線によって再帰性反射を実現することができる。
そして、この３つの反射面のうち少なくとも１つの反射面の表面形状を荒らすことによっ
て再帰性を伴った反射拡散特性を発現させることができる。
また、反射型スクリーンは猫の目レンズ反射型スクリーンであることにより、レンズ表面
および反射面のどちらか一方、または両方の表面形状を荒らすことによって、再帰性を伴
った反射拡散特性を発現させることができる。
【０００９】
　また、本発明に係る反射型再帰性フロントスクリーンでは、前記反射型スクリーンは、
再帰特性が１方向にのみ限定される２面直交合わせ鏡フィルムまたは、１次元の猫の目レ
ンズ反射型スクリーンとしてもよい。
　このように、前記反射型スクリーンは、反射再帰特性が１方向に限定された２面直交合
わせ鏡フィルムであることにより、横方向のみの再帰特性で良い場合、トリプルミラース
クリーンや猫の目レンズ反射型スクリーンよりも非常に簡単な構造とすることができるた
め、容易に製造することができると共に、安価にすることができる。
また、前記反射型スクリーンは、１次元の猫の目レンズ反射型スクリーンであることによ
り、シリンドリカルレンズ表面および焦点面に配置した円筒反射面の表面のうち少なくと
も一方を荒らすことによって、一方向の再帰性を有する拡散特性が得られる。
【００１０】
また、本発明に係る反射型再帰性フロントスクリーンでは、前記反射面には、２次関数曲
面の凹凸が形成されていてもよい。



(4) JP 2012-42598 A 2012.3.1

10

20

30

40

50

このように、反射面には、２次関数曲面の凹凸が形成されていることにより、拡散角度範
囲内では均一な拡散特性を有するため、ホットスポットを回避した輝度むらのない均一な
画像を表示することができると共に、拡散角度の端の部分は急峻に拡散しなくなるトップ
ハット的拡散特性となり、クロストークを回避することができる。
【００１１】
また、本発明に係る反射型再帰性フロントスクリーンでは、前記反射型スクリーンは、反
射拡散特性に異方性を有していてもよい。
このように、反射型スクリーンは、反射型スクリーンは、反射拡散特性に異方性を有して
いることにより、例えば縦方向の視野角と、横方向の視野角を独立に制御して、見ている
人の方向に光強度を集中させ、輝度を上げることができる。
【００１２】
また、本発明に係る反射型立体表示用スクリーンは、上記のいずれかの反射型再帰性フロ
ントスクリーンが湾曲状態に形成され、異なる２方向から異なる画像を投影し、前記反射
型スクリーンによって反射された前記異なる画像間の境界の一方の側に観察者の右目、他
方の側に前記観察者の左目を位置させること特徴とする。
【００１３】
本発明では、反射型再帰性フロントスクリーンは、画像が投影される面が曲面状に形成さ
れているため、異なる画像の境界が全て一致する位置が発現する。そして、この境界の片
側に観察者の右目、もう片側に観察者の左目を設置することにより、高品位な立体画像を
見ることができる。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、複数の観察者が異なる方向から同一の反射型再帰性フロントスクリー
ンに画像を投影しても、それぞれ投影した画像のみを他の観察者が投影した画像とクロス
トークすることなく見ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態による反射型再帰性フロントスクリーンの一例を示す図である
。
【図２】反射型スクリーンを説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
以下、本発明の実施形態による反射型再帰性フロントスクリーンについて、図１および図
２に基づいて説明する。
　図１に示すように、本実施形態による反射型再帰性フロントスクリーン１は、内部屈折
率分布構造拡散フィルム２が複数積層されたスクリーン積層体３と、スクリーン積層体３
と密着積層される反射型スクリーン４とを備えている。
【００１７】
　内部屈折率分布構造拡散フィルム２は、内部屈折率分布構造に形成され、所定の角度領
域内からの入射光をこの所定の角度領域内のみに入射角無依存に均一に拡散させて、この
所定の角度範囲外から入射する入射光を、全く拡散させずガラスのように直進透過させる
特性を有している。
ここで、この所定の角度領域を拡散角度領域Ａとして以下説明する。
　スクリーン積層体３を構成する複数の内部屈折率分布構造拡散フィルム２は、その拡散
角度領域がオーバーラップしないように積層されている。そして、スクリーン積層体３は
、複数の内部屈折率分布構造拡散フィルム２がそれらの拡散角度領域がオーバーラップし
ないように内部屈折率分布構造拡散フィルム２が重ね合わされていることにより、異なる
拡散角度領域に入射された入射光を、それぞれその拡散角度領域に拡散させることができ
る。
【００１８】
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例えば、スクリーン積層体３が４枚の拡散フィルム２ａ～２ｄが積層されている構造の場
合、第１内部屈折率分布構造拡散フィルム２ａの横拡散角度領域Ａａは－１５°～１５°
、第２内部屈折率分布構造拡散フィルム２ｂの横拡散角度領域Ａｂは３０°～８０°、第
３内部屈折率分布構造拡散フィルム２ｃの横拡散角度領域Ａｃは－８０°～－３０°、第
４内部屈折率分布構造拡散フィルム２ｄの縦拡散角度領域Ａｄは－１５°～１５°とされ
ている。
なお、スクリーン積層体３の構造は上述した構造以外のものでもよい。
【００１９】
図２に示すように、反射型スクリーン４には、再帰性反射ミラーの機能を一方向に限定し
た２面直交合わせ鏡フィルム（例えば、頂角９０°反射型・金属膜コーティング・プリズ
ムシート）が使用されている。
横方向のみの再帰性で良い場合、ミラー構成は、トリプルミラースクリーンや、猫の目レ
ンズ反射スクリーンより非常に簡単な構造の２面直交合わせ鏡フィルムでよく、製造容易
であり、安価となる。２面直交合わせ鏡フィルムを用いる場合、再帰性は２面直交合わせ
鏡フィルムの２面の反射鏡で反射した光によって生じるので、２面の反射面の形状の内、
１面のみ荒らすことによって、再帰性を伴った拡散特性が発現する。もちろん２面の両方
を荒らしても良い。
スクリーン積層体３と反射型スクリーン４とは、透明光学接着剤によって密着されている
。
【００２０】
　上述した反射型再帰性フロントスクリーン１に、一の観察者がパーソナルプロジェクタ
ーによって一の方向から画像を投影すると、積層された内部屈折率分布構造拡散フィルム
２ａ～２ｄのうち、例えば第一内部屈折率分布構造拡散フィルム２ａのみが、この一の方
向からの光を入射角度範囲内に拡散する。そして、その他の第２乃至第４内部屈折率分布
構造拡散フィルム２ｂ，２ｃ，２ｄは全て、一の方向から入射された入射光をガラスのよ
うに直進透過させる特性を示すため、光は拡散せず、存在しないときと同様な光学特性と
なる。
【００２１】
そして、第一内部屈折率分布構造拡散フィルム２ａの出射拡散は限定された角度内に限定
された均一な拡散特性であると共に、この出射拡散光が反射型スクリーン４によって、投
影している観察者の目と、パーソナルプロジェクターの投影レンズのスクリーンに対する
角度分だけ拡散される。このため、画像を投影している観察者のみが、自分が投影した画
像を見ることができる。
【００２２】
なお、他の観察者が一の観察者と異なる他の方向から画像を投影すると、他の内部屈折率
分布構造拡散フィルム２（例えば第２内部屈折率分布構造拡散フィルム２ｂ）のみが他の
方向からの入射光をその入射角度範囲内に拡散する。そして、反射型スクリーン４の再帰
性ミラーによって他の観察者の方向へ出射拡散光が戻ってくる。この場合においても投影
している他の観察者の目と、パーソナルプロジェクターの投影レンズのスクリーンに対す
る角度分だけ拡散される。このため、画像を投影している他の観察者のみが、自分が投影
した画像を見ることができる。
【００２３】
次に、上述した反射型再帰性フロントスクリーンの効果について図面を用いて説明する。
本実施形態による反射型再帰性フロントスクリーン１によれば、多人数が、同一のスクリ
ーンを用いて、それぞれ各自が見ている方向から、パーソナルプロジェクターにより、異
なる画像を投影しても、自分が投影した映像が、自分以外が投影した画像とクロストーク
なしに、高品位に、自分だけに見える効果を奏する。
【００２４】
次に、上述した反射型立体表示用スクリーンを応用した反射型立体表示用スクリーンにつ
いて説明する。
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本実施形態による反射型立体表示用スクリーンは、図１に示す反射型再帰性フロントスク
リーン１が有している複数の限定された拡散角度領域の境界が、急峻であることを利用す
しており、反射型再帰性フロントスクリーン１を曲面に湾曲させることによって、メガネ
無しの２眼式、または多眼式の反射型立体表示用スクリーンが実現する。
反射型再帰性フロントスクリーン１は画像が投影される面が平面状に形成されているため
、観察者がスクリーンを横切ると、異なる画像の境界がスクリーンの端から移動するよう
に見えるが、反射型立体表示用スクリーンは画像が投影される面を曲面状に形成されてい
るため、異なる画像の境界が全て一致する位置が発現する。この境界の片側に観察者の右
目、もう片側に観察者の左目を設置すると、高品位な立体画像を見ることができる。
このような境界を複数つくることによって、多眼式への拡張も考えられる。
　上述した本実施形態による反射型立体表示用スクリーンでは、３Ｄ用のメガネなしに容
易に立体映像を投影することができる。
【００２５】
以上、本発明による反射型再帰性フロントスクリーン１および反射型立体表示用スクリー
ンの実施形態について説明したが、本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、
その趣旨を逸脱しない範囲で適宜変更可能である。
例えば、上述した実施形態では、反射型スクリーン４に２面直交合わせ鏡フィルムを使用
しているが、２面直交合わせ鏡フィルムに代わって猫の目レンズ反射スクリーンとしても
良い。猫の目レンズ反射スクリーンとする場合、レンズ表面か、もしくは反射面のどちら
か一方、または両方の表面形状を荒らすことによって、再帰性を伴った拡散特性が発現さ
せることができる
【００２６】
また、上述した実施形態では、反射型スクリーン４に２面直交合わせ鏡フィルムを使用し
ているが、２面直交合わせ鏡フィルムに代わって、トリプルミラースクリーン（コーナー
キューブアレイ）としてもよい。
トリプルミラーの反射面は３面あり、再帰性反射は、この３面のミラーで反射した光線に
よって実現するので、この３面のうち少なくとも１面のみ、表面形状を荒らせば、再帰性
を伴った拡散特性が発現する。
【００２７】
また、上述した実施形態では、反射型スクリーン４に２面直交合わせ鏡フィルムを使用し
ているが、２面直交合わせ鏡フィルムに代わって、１次元の猫の目レンズ反射スクリーン
（シリンドリカルレンズの焦点面に、円筒型反射ミラーを配置したエレメントをレンティ
キュラーレンズのようにアレイに配置したフィルム）を使用してもよい。
【００２８】
また、反射型スクリーン４を１次元の猫の目レンズ反射スクリーンとすると、シリンドリ
カルレンズ表面または、焦点面に配置した円筒反射面の表面のどちらか、または両方を荒
らすことによって、一方向の再帰性を有する拡散特性が得られる。
また、２面直交合わせ鏡フィルムは、正面入射の場合のみ入射してくる光の全てを入射し
てきた方向に反射できるため、正面以外からの入射の場合、一部の光は２面の反射面のど
ちらか一方のみにしか当たらず、反射効率が低下すると共に、迷光が発生しクロストーク
の原因となることがある。これに対し、反射型スクリーン４が１次元の猫の目レンズ反射
スクリーンであれば、シリンドリカルレンズの開口がスクリーン全体をカバーし、レンズ
のＮＡ内への入射の場合、全ての光を入射方向に反射することができる。
【００２９】
また、上述した実施形態では、反射型スクリーン４に２面直交合わせ鏡フィルムを使用し
ているが、２面直交合わせ鏡フィルムに代わって表面に２次関数曲面の凹凸が形成されて
いる反射型スクリーンとしてもよい。
ホットスポットを回避し輝度むらのない均一な画像を表示するためには、拡散角度範囲内
において均一に拡散させる必要があり、さらにクロストークを回避するには、拡散角度の
端の部分は急峻に拡散しなくなるトップハット的拡散特性を発現することが望ましい。
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【００３０】
そして、３Ｄメガネを使用しない反射型立体表示用スクリーンとしても、観察者の右目用
の拡散角度範囲と左目用拡散角度範囲をクロストークなく分離し、ホットスポットのない
均一な画像を見せるためにトップハット的拡散特性を実現する表面形状に、反射型スクリ
ーン４の反射面を形成することが重要である。
具体的にこのようなトップハット的拡散特性を実現する表面形状としては、２次曲面のパ
ラボリック反射面を細かくアレイ状に形成し、凹面と凸面を用いてなだらかにつなげた形
状がよい。そして、それぞれのパラボリック反射鏡の大きさをランダムに分布させること
によって、干渉による角度に対する輝度むらおよび色むらを回避することができ、理想的
なトップハット的拡散特性を反射型として得ることができる。トップハット的拡散特性の
拡散幅も、形状により非常に制御性よく実現可能である。
【００３１】
また、上述した反射型スクリーン４は、反射拡散特性に異方性を有していてもよい。例え
ば、縦方向の視野角および横方向の視野角をそれぞれ制御して、観察者の方向に光強度を
集中させて輝度を上げることができる。
また、反射型立体表示用スクリーンにおいては、横方向の視差変化を細かくし縦方向の視
差変化を荒くしたい場合、または縦方向視差を表示しない場合には、横方向には拡散角を
小さくし、縦方向へは大きく拡散することができる。
具体的には、２次曲面のパラボリック反射鏡の開口を縦方向と横方向で変化させることで
、トップハット的拡散特性の縦拡散角度と横拡散角度をそれぞれ制御可能にすることがで
きる。また、２次曲面のパラボリック反射鏡の縦方向の曲率と横方向の曲率をそれぞれ制
御してもよい。
【符号の説明】
【００３２】
１　反射型再帰性フロントスクリーン
２　内部屈折率分布構造拡散フィルム
３　スクリーン積層体
４　反射型スクリーン
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